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１
１
月
７
日
、
広
島
市
内
に

お
い
て
第
１
１
回
Ｊ
Ｒ
貨
物
連

合
定
期
大
会
を
開
催
し
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
十

分
配
慮
し
て
議
事
を
進
行
し
ま

し
た
。 

山
田
事
務
局
長
に
よ
る
開
会

挨
拶
後
、
資
格
審
査
を
経
て
大

会
が
成
立
し
、
赤
松
（
貨
物
鉄
産

労
）
代
議
員
を
議
長
に
選
出
し

ま
し
た
。
辻
村
事
務
局
次
長
か

ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）
提
起

後
、
大
杉
会
長
の
挨
拶
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
情
勢･

会
社
状
況･

安
全･

組
織･

政
策･

政
治
・
グ
ル

ー
プ
会
社
の
賃
金
制
度
等
の
課

題
や
取
り
組
み
等
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山

会
長
・
西
労
組
広
島
地
方
本
部

守
田
委
員
長
に
お
越
し
頂
き
、

荻
山
会
長
か
ら
は
、
各
旅
客
会  

Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
会
長 
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赤
松
議
長 
 

ら
れ
質
疑
応
答
に
入
り
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
賃

金
制
度
に
つ
い
て
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
、
辻
村
事
務
局
次
長
に

よ
る
集
約
答
弁
後
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
案
）・
活
動
方
針
（
案
）・
２
０

２
０
年
度
予
算
（
案
）
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改

選
で
は
、
新
し
い
執
行
部
体
制
が

成
立
し
、
新
役
員
挨
拶
後
、
議
長

を
解
任
し
、
木
村
副
会
長
に
よ

り
、
大
会
宣
言
（
案
）
を
読
み
上

げ
採
択
し
、
小
早
川
副
会
長
に
よ 

 
山
田
事
務
局
長 

 

貨
物
連
合
大
杉
会
長 

 
社
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
経
営
状

況
・
安
全
問
題
・
２
０
２
１
春
闘
・

各
種
政
策
課
題
・
政
治
対
策
等
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
守
田
委
員
長

か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
の
情

勢
等
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
辻
村
事
務
局
次
長
よ

り
、
２
０
１
９
年
度
活
動
報
告
・

２
０
１
９
年
度
決
算
・
２
０
２
０

年
度
予
算
（
案
）
・
２
０
２
０
年

度
活
動
方
針
（
案
）
が
読
み
上
げ 

 

広
島
地
方
本
部
守
田
委
員
長 

る
閉
会
挨
拶
後
、
大
杉
会
長
に

よ
る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
、
会
は
成
功
利
に
閉
会
し
ま

し
た
。 

終
了
後
、
場
所
を
移
動
し
、
懇

親
会
を
開
催
し
、
仲
間
と
の
交

流
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。 

 

 

木
村
副
会
長   

小
早
川
副
会
長 

 

第
１
１
回
Ｊ
Ｒ
貨
物
連
合
定
期
大
会  

 

「
２
０
２
０
年
度
役
員
体
制
」 

 

会
長 

大
杉
正
美
（
貨
物
鉄
産
労
） 

 

副
会
長 小

早
川
大
幸
（
中
国
ロ
ジ
） 

 

副
会
長 木

村
龍
雄
（
九
州
ロ
ジ
） 

 

事
務
局
長 

山
田
春
信
（
南
関
東
ロ
ジ
） 

 

事
務
局
次
長 

小
山
達
礼
（
貨
物
鉄
産
労
） 

 

事
務
局
次
長 

辻
村
和
裕
（
貨
物
鉄
産
労
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松
岡
理
事
長 

 

 

高
野
会
長 

 
総
会
の
前
段
に
、
交
運
共
済
勉
強

会
を
開
催
し
、
交
運
共
済
松
岡
理
事

長
部
長
よ
り
御
挨
拶
を
頂
い
た
後
、

交
運
共
済
伊
佐
専
務
理
事
よ
り
、
交

運
共
済
の
取
り
組
み
報
告
等
を
行

い
、
「
近
年
の
度
重
な
る
自
然
災
害

に
対
し
、
備
え
は
大
変
重
要
と
感
じ

て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
と
思
う
が
、

今
一
度
加
入
条
件
を
確
認
し
て
頂

き
、
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
対
し
、
万
全
の
備
え
を
取
っ
て
頂

き
た
い
」
と
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。 

 

共
済
勉
強
会
後
、
第
１
０
回
総

会
を
開
催
し
、
退
職
者
連
絡
会
北

海
道
地
区
大
矢
会
長
に
よ
る
開
会

挨
拶
後
、
来
賓
挨
拶
で
は
、
始
め
に

Ｊ
Ｒ
連
合
退
職
者
連
絡
会
高
野
会

長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
貨
物
鉄

産
労
辻
村
書
記
長
か
ら
は
、
貨
物

会
社
の
経
営
状
況
・
貨
物
鉄
産
労

を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
退
職
者
連
絡

会
前
村
会
長
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
報
告
・
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
・
役
員
改
選
等
の
提
起
が
あ
り
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
来
年
の
総
会
は
関
西
地

区
開
催
と
決
ま
り
ま
し
た
。
総
会

後
の
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
よ
り
さ
ら
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
各
地
方
に
お
い

て
退
職
者
連
絡
会
と
の
連
携
を
深

め
交
流
を
図
っ
て
頂
く
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

退
職
者
連
絡
会
前
村
会
長 

第
７
回
貨
物
連
合
安
全
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
開
催 

 
第
１
１
回
貨
物
連
合
定
期
大
会

終
了
後
、
第
７
回
貨
物
連
合
安
全
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
辻
村

本
部
書
記
長
（
貨
物
鉄
産
労
）
が
進

行
役
を
務
め
、
来
賓
に
Ｊ
Ｒ
連
合
荻

山
会
長
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
過
去

に
発
生
し
た
脱
線
事
故
や
死
亡
労

災
、
最
近
起
き
た
事
象
等
を
取
り
上

げ
、
な
ぜ
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
、

防
ぐ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
か
、

ま
た
職
場
に
お
け
る
多
く
の
安
全

に
お
け
る
課
題
等
を
議
論
し
、
早
期

に
改
善
・
再
発
防
止
に
努
め
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

各
労
組
か
ら
、
作
業
ダ
イ
ヤ
、
構

内
設
備
問
題
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

積
み
降
ろ
し
作
業
に
つ
い
て
の
意

見
が
多
く
出
さ
れ
、 

 

・
そ
も
そ
も
作
業
ダ
イ
ヤ
と
業
務
量

が
全
く
合
っ
て
い
な
い
。
か
な
り
無

理
を
し
て
作
業
し
て
い
る
。
作
業
ダ

イ
ヤ
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
、
い
つ
か

事
故
は
起
き
る
。 

 

・
東
京
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
１
７
：

３
０
～
０
：
０
０
の
間
、
ほ
ぼ
ぶ
っ

通
し
で
作
業
し
て
い
る
。
要
員
を
増

や
せ
ば
解
決
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
数
を
増
え
れ

ば
、
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
な
い

こ
と
も
あ
り
、
列
車
を
減
ら
す
・
作

業
ダ
イ
ヤ
を
見
直
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。 

 

・
コ
ン
テ
ナ
扱
い
量
が
増
え
れ
ば
、
貨

物
会
社
の
業
績
は
上
が
る
が
、
我
々
の

負
担
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
１
度
リ

セ
ッ
ト
し
て
、
作
業
ダ
イ
ヤ
と
業
務
量

が
、
合
っ
て
い
る
の
か
検
証
す
べ
き
で

あ
る
。 

 

・
構
内
の
路
面
が
か
な
り
悪
く
、
走
行

中
、
か
な
り
揺
れ
る
。
何
度
も
修
繕
要

望
を
出
し
て
い
る
が
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。
路
面
が
悪
い
と
、
コ
ン
テ
ナ
内

の
荷
物
が
荷
崩
れ
起
こ
さ
な
い
よ
う

慎
重
に
な
る
た
め
、
さ
ら
に
作
業
効
率

が
悪
く
な
り
、
さ
ら
に
は
、
労
災
等
の

発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。 

 

・
構
内
の
照
明
が
全
体
的
に
暗
い
。 

 

・
積
み
付
け
検
査
課
題
。 

 

・
全
く
改
善
さ
れ
な
い
要
員
問
題
。 

等
々
、
現
場
か
ら
の
切
実
な
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
マ
ン
が
、
コ
ン
テ

ナ
を
貨
車
に
積
ま
な
け
れ
ば
、
列
車
は

発
車
出
来
ま
せ
ん
。
貨
物
連
合
と
し
て

早
期
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。 

  

貨
物
鉄
産
労
退
職
者
連
絡
会
第

１
０
回
総
会･

共
済
勉
強
会
を
開

催 

１
１
月
４
日
～
５
日
、
札
幌
市
内
に

お
い
て
、
貨
物
鉄
産
労
退
職
者
連
絡
会

第
１
０
回
総
会･

共
済
勉
強
会
が
開
催

し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

十
分
配
慮
し
て
議
事
を
進
行
し
ま
し

た
。 

 

退
職
者
連
絡
会
北
海
道
地
区
大
矢
会

長 

 

 

  

・
連
合
「
愛
の
カ
ン
パ
」
の
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

各
地
区
本
部
の
取
り
組
み
方
に
つ

い
て
は
、
指
示
書
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

・
今
後
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
節
度
あ
る
行
動
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

  


